
令和2年9月17日

庁　議　事　項

①令和2年9月定例会付議予定議案 【企画財政部】

②埼玉県庁第二庁舎制振用オイルダンパー交換工事について 【総務部】

③県庁フードドライブの実施について 【福祉部・環境部】



埼玉県知事記者会見 ①

令和２年９月定例会付議予定議案

招 集 日 令和２年９月２４日（木）

議 案 １０件
予算(１)、条例(５)、財産の取得(１)、訴えの提起(１)

事件議決（２）

報 告 １６件
専決処分報告（１）、行政報告書（１）、継続費精算報告（３）

公社等の経営状況報告（５） など

【主な内容】
・令和２年度埼玉県一般会計補正予算（第７号）
・知事等の給与の特例に関する条例
・埼玉県個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例



埼玉県知事記者会見 ②

一般会計補正予算（第７号）

一般会計 歳入歳出予算 877億4,997万1千円

（補正後累計 2兆2,647億7,999万7千円）

主な内容

〇県内経済活動の回復と「新しい生活様式」への対応

〇感染拡大期に対応した医療提供体制の整備 690億9,323万3千円

6億 89万3千円

▸入院医療機関の体制強化への助成

▸専用医療施設の整備への助成 など

▸観光応援キャンペーン等による観光関連事業者への支援

▸中小企業のオンラインでの販路開拓に向けた支援 など

債務負担行為

繰越明許費 12億7,400万円

限度額 4億8,862万円



埼玉県知事記者会見 ③

感染拡大期に対応した医療提供体制の整備

入院医療機関の体制強化への助成

549億1,050万3千円

・ 入院患者受入れに対する協力金

・ 看護職員への手当助成

・ 病床確保のために生じる空床・休床への補償

入院医療機関の更なる体制強化 と専用医療施設の整備

・ 超音波画像診断装置、血液浄化装置、

人工呼吸器、体外式膜型人工肺（ECMO）など

専用医療施設の整備への助成

37億5,400万円【債務負担行為：4億4,000万円】

・ 病院が敷地内または隣接地にコロナ専用病棟（仮設）を整備する経費を補助

・ 既存病床と別枠で新たな病床を配分

・ 一般患者と分離することで、院内感染リスクを低減

⇒ 一般患者や手術件数の増加により、一般医療の機能回復へ

一般

コロナ専用

コロナ

○患者受入れ体制への支援

○設備整備への支援

新拡
充

◆ ピーク時病床1,400床への備え ◆専用医療施設による受入れ体制拡充



埼玉県知事記者会見 ④

 県内発着の県内周遊バスツアーの実施を支援
バス１台につき日帰り：６万円、宿泊：１０万円

 「彩の国『新しい生活様式』安心宣言」の遵守を要件

県内観光の促進による観光関連事業者の支援

県内宿泊観光客向けクーポンの配布

とくとく埼玉！観光応援キャンペーン
4億6,829万9千円

宿泊観光客〔県民限定〕

１人当たり3,000円（10万人分）

クーポン配布

GoToトラベル
宿泊利用

宿泊
施設

 宿泊翌日から利用可能
 GoToトラベル事業「地域共通クーポン」の登録事業者で利用可能

クーポン利用例

 県民限定スタンプラリーの実施
 スマホアプリを活用
 県内観光スポット３か所以上を周遊

県内の周遊促進 観光バスの需要喚起

抽選で300名
に景品を贈呈
（最高5万円相当）

土産物屋 タクシー宿泊
観光客

実施時期（予定）：令和２年１１月～令和３年２月

飲食店



埼玉県庁第二庁舎制振用オイルダンパー交換工事について

〇 平成３０年１０月、県庁第二庁舎の耐震工事（平成２３年

３月竣工）で設置した制振用ダンパーの一部に、契約内容に

適合しない不適合な製品があることが確認された。

〇 以降、ダンパー施工者等と協議を重ね、本年１０月から、

基準に適合する製品との交換工事を実施することになった。

〇 なお、現状においても震度６強から７程度の地震に対して

建物が倒壊しないことは確認されている。

■工事施工者：戸田建設（株）

■製品出荷元：（株）川金コアテック

■施工期間：令和２年１０月１日から令和３年３月３１日まで

■工事内容：ダンパー全３０８基のうち２８基を交換

■工 事 費：埼玉県の負担はない

１．工事概要

２．工事施工者等

仮設足場等の撤去

中 下 上 中 下下 上 中 下 上
3月１０月 2月

令和２年 令和３年

上 中 下 上 中 下 上 中
1月１１月 １２月

後片付

７・６階

４・３・１階

９・８階

仮設足場等の設置

３．ダンパー交換作業スケジュール

４．ダンパー交換作業に伴う留意事項と対応

５．作業状況（イメージ）

【交換作業の状況】

留意事項 対 応

① 執務への影響
・ 作業音の低減(防音シート等）

・ 窓の目隠等(情報漏洩対策）

② 施設利用者の安全確保
・ 作業エリアの明確化

・ 資材落下の危険防止等

③ 周辺地域への影響
・ 作業音の低減

・ 車両ルート（国道から出入）

【 ：制振用ダンパー】

総務部管財課



ワンチーム埼玉で子供の食事を支援！ 県庁フードドライブの実施

１ 目 的

２ 開始日

○ コロナ禍により、ひとり親世帯などを中心に、子供の
食生活に深刻な影響が出ている。

○ 県庁職員が一丸となってこうした子供たちの食事を
支援するため、県庁フードドライブを常時実施する。

令和２年９月１８日（金）～
※当面の間、随時受付
※毎月第３水曜日を「フードドライブデー」とし、
庁内放送や職員ポータル等で周知

３ 持参場所

少子政策課（本庁舎１階）
資源循環推進課（第3庁舎２階）

４ 寄贈先

生活に困窮するひとり親世帯等に食材を配布する
フードパントリー団体など

≪過去の実施状況≫

第1回（R1.  6）… 1,012点、248Kg
第2回（R1.11）…    478点、153Kg
第3回（R2.  5）… 884点、194Kg


